	第3回法人研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

報告者：橋本　恵　半澤麻由美　　

	講義内容：「防災対策について」

講　師：八戸根城分遣所　隊長　　大西　友昭様

	日　時：平成19年　9月　25日（火）　　　17:30～18:40

	場　所：メンタルケア病棟　4Ｆ　千葉記念講堂

	１．研修内容

①緊急地震速報

②火災発生時の行動（夜勤での対応）

③ビデオ「グラッときたら(命を守る防災)」

｛主な内容｝

10/1から「緊急地震速報」がテレビやラジオを通じて新たに始まる。　

初期微動の揺れを感知する→ゆれ数秒～十数秒に出来ることは…→慌てず身の安全第一を心得て行動することである。被害を最小にする為の機能だが、誤報もありえることを踏まえた上で、何らかの行動を起こす。震源地が近く間に合わない場合は、周囲に応じ身を守る。

　「夜間の防災対応」については、施設の事例を挙げながら、異常の早期発見、出火場所確認、その場に行き火元確認、火元確認、火事だと叫ぶ、応援要請と通報、初期消火、利用者様の安全確保、火元確認と初期消火避難経路の決定、避難誘導、人員確認までを１５分以内に行う必要があり、リーダーの的確な判断・指示により被害の大きさに差がでる等の内容であった。

２．アンケート集計

参加者　　　　　　１３１名　　

職員参加率　　　　　７８％　　※業務、病欠者は除く

アンケート回収率　１００％

アンケート結果

分かりやすかった　　　　　１０３名

楽しかった　　　　　　　　　　１名

難しかった　　　　　　　　　１９名

つまらなかった　　　　　　　　５名

分かりやすく楽しかった　　　　１名

　　　　無回答　　　　　　　　　　　　２名

３．アンケート内容
①役立つと感じた事

②質問事項

③今後のテーマ希望

④感想

①役立つと感じた事（主な内容）

・緊急地震速報が10/1開始する。

・震災時の自分の行動について。

・「火災」避難時は二次火災防止のため、ブレーカーを下げ、ガスの元栓を締める。

・「地震」まず第一に身を守ること！（火を消すことじゃなかった）

・「地震」時は、避難経路確保のため、すぐにドアを開ける。

・入院、外来患者様への声かけ。

・チーフとしての役割について。（被害に差がでる）

・怖いのはパニック。落ち着いて行動する。

・熱せられた煙は、３倍の早さで上昇する。

・家具の転倒防止（固定）と避難経路について。

・「夜間の防災」対策。危機的意識をもつこと。
・初期消火の重要性。

・出火後１５分での避難が鉄則。

・「火災」時の行動を再認識できた。

・他の施設での事例を取り上げ、被災した人の意見や対策はためになると感じた。

②質問事項

・緊急地震速報のシステムが良くわからなかったので、詳しく知りたい。

・緊急地震速報は、睡眠中はどうなるのか？
・マニュアル作成しているが、実際の行動について教えて欲しい。

・煙の害について

③今後のテーマ希望

・緊急地震速報のシステムについて。
・マニュアル作成しているが、実際の行動について教えて欲しい。

・病院や施設でのスムーズな避難方法について。

④感想

・より具体的、より現実的な防災対策について検討する必要があるのではと感じてます。

・起こらなきゃ実感できないが、起きてからじゃ遅いので、常に教育と訓練、備えの必要がある。

・私達は入所の方を守る義務がある為、まず自分がパニンックにならないことが大切だ。

・ビデオをみて実際の恐ろしさがわかり、年１、２回の訓練で役立つかが疑問だ。

・ラジオを購入しようと思いました。

・地震の際、本当に全員を避難させられるのか不安です。

・日頃からの防災への意識と備えが大事だと思いました。

・消火栓や消火器の使い方は各自覚える必要がある。

・緊急時には、落ち着いて的確に行動できるよう、日頃の訓練が重要であると感じた。

・さっそく家に帰って、防災対策します。

・普段、防災訓練をしている事が役立つといいなと思う。

・普段より震災時の対応について、考えておく必要があると改めて思った。

・地震はいつ起きるかわからない。勤務の際はあせらずに利用者様を避難させよう。

・自分が患者様の命を守ります。

・いざとなった時、対応できるのか不安。

・もしも病棟で火災が発生したら、１５分以内に避難完了できるだろうか？死者は出ないのか？大いに不安である。スタッフの自覚が必要であると感じた。

・ビデオは視覚的でわかりやすかった。講義は、読み上げで聞いていて難しかった。書き取れなかったので、後で資料頂けるとありがたいです。

・夜間火災マニュアルの確認をすべきだ。

・たぶん夜間の火災が起きたら、パニックになり対応できないと思った。

・以前は訓練を実施していたが、最近は少ない。
・病院での避難訓練をもっとやった方がいい。

・きちんと避難経路を確認して業務に入りたい。

・もう少し時間を考えませんか？早く始めるなど。

・読み上げのみで、覚えるのが大変。内容は良かったが眠くなった。

・聞きやすかったです。

・スライドがあるとわかり易かった。もしくは実演とか…。

・自分の知らない知識等も聞けたので、ためになった。

・病院で働く職員の一員として、防災時の対応がしっかりとれるようにしたい。

４、考察

防災への「具体的な対策意識を持つ」ことや、「訓練をする」ことが重要との感想が多かった。職種は異なるにせよ、私達は自分のみならず利用者様の身の安全も守る立場であることを認識していなければならない。でも、緊急時には大勢が慌てて大パニックになることも想定されます。今回の知識もプラスにし、マニュアル手順を活用し、二次災害にならずに、誰もが落ち着いて行動が出来るよう日頃の訓練が重要に感じます。経験を積むことで状況に応じた的確な判断・行動・指示・避難誘導も可能なはずです。防災委員会にも皆さんのご意見や要望を取り入れて、今後の防災対策に役立て頂きたいと思います。

問題と今後の課題

・講義開始後の入室について

→５分遅れでの入室が２名。会議（ＳＧＭと同部署スタッフ）があったこと、また外階段に時間ギリギリに行ったが、時間前に鍵が閉まっており入れなかったこと、中に回ってきたため遅れたとの理由。講義出席希望あり、次回より遅れないようにお願いする。

基本的に遅れての入室は不可だが、時間前に鍵がかかっていたと言われているため、出入り口２箇所の施錠のタイミングも司会者挨拶が始まったら施錠するなど、統一した方がいいのでは？と感じました。次回委員会でも検討して頂きたいです。（今回後ろ出入り口は、消防の方の無線で業務連絡や状況確認が必要なため、施錠はせずドアの前で待機した）

・法人研修の日程を知らない職員がいる。

→wizでの掲示のほかに、タイムレコーダーの近くや案内掲示板にポスター掲示をする。また、各部署内の日程表に記載をお願いし、当日に申し送りで確認して頂く。

・当日の準備や後片付けに委員の協力体制が不十分である為、事前に委員に出席する日を確認し役割を決める。また、研修後の後片付けの協力を呼びかける。










